



































                                                                 























 教育実習は、半期、週 1 コマ（2 単位）で先の注 2 に示した履修条件を満たし































































































































































 本調査は、2014 年度前期の教育実習に参加したサポーター2 名（英米語学科 4
年生、スペイン語学科 4 年生）を考察対象とした。調査 1 は、各グループの授業
計画の説明（5 月 29 日）と、その後 5 回分の模擬授業（6 月 5 日、6 月 12 日、6
月 19 日、6 月 26 日、7 月 10 日)、計 6 回分のフィードバックの内容をデータと
した。サポーターが観察した各グループの授業計画の概略は、次の表 1 に示した
通りである。 
表 1 各グループの授業計画 
「テーマ」（学習者数：内訳） 内容 
「シェアハウスについて話そ






そう」（12 名：中国 9、韓国 1、











 調査 1 のサポーターの発話内容を確認するために、調査 2 では全授業終了後、
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ることで、さらに高いレベルの遂行に繋がったと考える（Bandura, 1977; Schunk 
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